



















































































































導入した。グループ内のコミュニケーション手段の１つとして Moodle の Chat を用意し















交流期間中の９週間になされた Moodle での活動を確認すると，2012年度は「表示 
（Views）」が10,401件（１人平均254件），「投稿 （Posts）」が1,207件（１人平均29件），
2013年度は「表示」が10,178件（１人平均275件），「投稿」が2,255件（１人平均61件）であっ
た（図５）。Moodle の活動統計では「投稿」には Forum の記事投稿だけでなく，Choice







































































17:58 C_C ：例えば：yes no or１）２）３）
17:59 C_X ：いいですか ? じゃ，Ｔさんお願いします〜!
18:00 J_T ：C さんの方法が答えやすいと思うので，良いと思います。
18:00 J_T ：X さん，わかりましたー!!









（2） ここでは，日本人学生は J_，中国人学生は C_ として区別している。
268─　 ─
18:06 C_C ：いいよ













明確化を求める質問をし，学生 C_R がそれに答えている。J_T にとっては C_R の答えは
十分ではないのだが，話がそのまま進んでいくので「質問に答えてもらえない」と筆者に
































いつでも１カ所で参照できるというメリットが大きい。しかし，初めて iPad 上で Moodle
の Forum や Chat などを多用した2013年度は，利用したバージョン（2.4）ではモバイル
対応がまだ不十分であることが判明し，特に Forum での日本語入力はストレスが大きい
ことから（3），ノート PC も必要に応じて併用することとした（4）。














映像を扱うタスクでは iPad の強みが発揮される（山内・Stout，2002）。ただし，iPad で
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トフォームには Moodle を採用し，Forum や Wiki などの Moodle プラグインや，Skype
などの外部ツールも利用して，同期型・非同期型双方のコミュニケーションを含むタスク
を課した。この交流活動における，学生の参加状況を観察し，オンラインでのコミュニ
ケーション活動の設計，および実施上の留意点を明確にすることが，本事例研究の主目的
である。本稿では，日中交流プロジェクトの実施概要を示した上で，この交流プロジェク
トについて，学生の活動状況，同期型コミュニケーションの教育利用，技術的問題，交流
活動の有用性について考察を加えていく。ただし，2013年度の参加者のレポート記述およ
びアンケート調査結果を含んでいないため，活動実践への評価は暫定的となる。
